
大強度陽子加速器施設

〒３１９-１１９５　茨城県東海村大字白方２-４　 TEL  : ０２９-２８７-９６００

第２２３号

２０２３年（令和５年）１１月２４日発行２０２３年（令和５年）１１月２４日発行
Ｊ-ＰＡＲＣホームページ　　https://j-parc.jp

Japan Proton Accelerator Research Complex
J-PARCNEWS

Ｊ－ＰＡＲＣセンター発行元：日本原子力研究開発機構(JAEA)
　　　　高エネルギー加速器研究機構( K E K )

　理化学研究所、KEK、ファインセラミックスセンター、J-PARCセンターらの研究グルー
プは、負の電荷を持つ水素“ヒドリドイオン（H-）”の伝導により室温で固体電解質とし
て作動できる新材料の開発に、成功しました。
　電池には、動作する温度領域において高いイオン導電率と優れた電気絶縁性を兼
ね備える電解質が求められます。固体電解質は、現在一般に利用されている液体の電
解質において問題となる液漏れや発火のリスクが低いほか、急速充電が可能になる、
エネルギー密度が高い、幅広い温度域で安定して性能を発揮できる、劣化しにくいな
ど、多くのメリットが期待されています。一般に固体は室温におけるイオン導電率が

室温で作動するH-導電性固体電解質の開発　
－電気陰性度の低いカチオンの導入が電解質作動を可能に－（10月20日）

　日本金属学会は、最新の研究成果を発表・討議する場を提供することを目的として、毎年春と
秋の2回、講演大会を開催しています。2023年秋期講演大会は富山大学で行われ、270件を超
えるポスターセッションの発表から、J-PARCセンターの職員、東北大学と名古屋工業大学の共
同利用者がそれぞれ優秀ポスター賞を受賞しました。
　受賞した3件の研究はJ-PARC 物質・生命科学実験施設（MLF）にある、工学材料回折装置
「TAKUMI」を用い、TAKUMI実験装置担当者と共同で行われました。
　受賞者の氏名及び受賞研究内容は、以下の通りです。
・マオ ウェンチ氏（JAEA J-PARCセンター博士研究員）
　「その場中性子回折法による超微細粒ステンレス鋼の極低温での優れた強度と延性の研究」
・許 勝氏（東北大学 特任助教）
　「Cu-Al-Mn合金における極低温弾性熱量効果の直接測定」
・山本 和輝氏（名古屋工業大学 大学院生）
　「Mg/LPSO複相合金における組織と引張変形挙動の相関」

１．受賞
（１）日本金属学会2023年秋期講演大会にて優秀ポスター賞を受賞（9月21日）

　JAEA職員で構成された「チームゲタポン」が第7回茨城テックプラングランプリで最
優秀賞を受賞しました。毎年、茨城県内にあるユニークな技術力を発掘し、事業化に
向けた支援を進めることを目的に茨城テックプラングランプリが開催されています。
　チームゲタポンは、新たな真空ポンプの技術として、チタンが持つ、気体分子を吸
着する作用を使って排気をすることで、大型の真空ポンプを使わずに超真空状態の生
成を可能にしました。この省エネ、省スペースの超真空ポンプは半導体製造や材料開
発をはじめ、様々な分野に幅広く貢献できることが期待されます。

（２）茨城テックプラングランプリで最優秀賞を受賞（11月4日）

電気化学セルの構造

２．プレス発表　

マオ ウェンチ氏

チームゲタポン
（左から神谷氏、阿部氏、諸橋氏）

　前T2K実験代表の市川温子氏（現東北大学 大学院理学研究科 教授）が、「ニュート
リノ振動におけるCP 非保存位相角δへの制限」の業績題目で、2023年度仁科記念賞
を受賞しました。
　T2K実験は、世界12カ国から500人を越える研究者が参加する国際共同実験です。
市川氏は、J-PARCニュートリノ実験施設の初期設計開発から携わり、特に電磁ホーン
と呼ばれる装置の開発で中心的な役割を果たすなどしました。

（３）東北大学市川氏が仁科記念賞を受賞（11月7日）

市川温子氏



　第10回J-PARCフォトコンテストを開催しました。外部から審査員を迎え、43の応
募作品に対して厳正なる審査を行った結果、最優秀賞は、京都大学大学院 原子核ハ
ドロン物理学研究室の原田健志氏が受賞しました。
　グザイハイパー核の精密分光実験に使用する有感標的を撮影したこの作品は「画面
の外側までも見る人に想像させる力を持った写真と言えるでしょう。」と、外部審査員よ
り講評をいただきました。
　本コンテストで入賞した作品は、カレンダー等、J-PARCの広報素材として使用する
予定です。

３．フォトコンテスト2023を開催（10月11日）

　青少年のための科学の祭典は「科学や理科が好きで好奇心に溢れた子どもの育成」と「次世代の科学技術を担う人材の
育成」を趣旨とし、未来の科学者へ「わくわく どきどき 科学体験!」を提供する素晴らしい機会となっています。会場では魅
力溢れる科学実験教室などが数多く出展され、大会全体で約3,000名の来場者があり、
大盛況でした。
　J-PARCでは、磁場に電流が流れると力を受けて銅線がくるくる回る単極モーターの
工作教室を行いました。子どもたちは銅線の形を工夫しながら、夢中で実験に取り組
みました。中高生や保護者の中には、J-PARCの紹介に熱心に耳を傾けてくれる方も
多く、私たちの研究に対する関心の高さが伺えました。当日はブースのハロウィン装飾
や特製缶バッジの配布などを行い、好評でした。

　12月の運転計画は、次のとおりです。なお、機器の調整状況により変更になる場合があります。
６．加速器運転計画

５．青少年のための科学の祭典日立大会に出展 （10月29日）

　今回は先端基礎研究センターの佐甲博之氏が講師を務め、J-PARCで将来計画として検討している、重イオンを加速する
計画「J-PARC Heavy-Ion Project, J-PARC-HI（ジェイパーク・ハイ）」について紹介しました。この計画では、重イオンビー
ムにより原子核衝突実験を行い、超高密度物質を生成し、その性質を解明しようとしています。
　宇宙最高の超高密度物質は中性子星の中心部とされ、その密度は原子核の5～10倍に当たる1015g/cm3程であると言
われています。J-PARC-HIにより、原子核を圧縮することで、地上でも人工的に超高密度物質を創ることができます。ここ
では、世界最高強度の重イオンビームを金などの標的に照射し、重い原子核同士を衝突させます。J-PARCの重イオンビー
ムのエネルギーは核子当たり約12GeVで、原子核の圧縮に最適なエネルギーであり、原子核同士を最大で6～8倍の密度
に圧縮できるのです。
　J-PARC-HIの主な目的の一つに、ハドロン/クォーク物質の相転移の探索があります。
現在、高密度での相転移は第一原理からの理論計算が困難なこともあり、未解明の機
構が多く残っています。J-PARC-HIの原子核衝突実験により、理論的に予言されてか
ら20年以上未発見の相転移線、臨界点、カラー超伝導相等の発見や、南部理論によ
るハドロン質量生成機構の検証などを目指しています。他にも、重イオン衝突実験か
ら中性子星の謎に迫る研究や、大量に生成するストレンジクォークを利用して多ストレ
ンジクォークを持つ未知の粒子・原子核の発見など、様々な成果につなげたいと考え
ています。

４．J-PARCハローサイエンス「重イオンビームで超高密度物質をつくる？」（10月27日）

最優秀賞の「アクティブファイバー標的」

非常に低いものの、これまでも様々な固体電解質が開発されてきました。今回研究対象とした固体電解質の母物
質であるLaH3-δは室温で高いイオン導電率を持つものの、電気絶縁性が劣ることが難点でした。
　本研究では、LaH3-δのランタン(La3+)の一部をストロンチウム(Sr2+)で置換したH-導電体Sr-LaH3-δを合成し、
J-PARC MLFの「SPICA」で粉末中性子回折測定し結晶構造を決定しました。さらに、室温での定電流放電試験において、
固体電解質として機能することが実証されました。
　室温で高いイオン導電率と優れた電気絶縁性を両立させた本固体電解質は、今後、新しい作動原理の二次
電池や電気化学的水素貯蔵システムなど、室温付近での動作が想定されるH-導電型電気化学デバイスの研究
開発へ展開できると考えられます。
詳しくはJ-PARCホームページをご覧ください。https://j-parc.jp/c/press-release/2023/10/20001222.html　　　　　　

スタッフもハロウィン仮装で

講師の佐甲博之氏

木日 月 金 土火 水

12月 
4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

保守
加速器チューニング＆スタディ
物質・生命科学実験施設（MLF）調整・利用運転（      半日運転）
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主リングシンクロトロン（MR）及びニュートリノ施設ビーム運転（      半日運転）


